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要 議句

北海道におけるエゾシカの若齢肥育形態を想定し，

18カ月齢仕上げにおける性別の差異， 18カ月齢仕上げ

と30カ月齢仕上げの差異が増体量および枝肉成績に

及ぽす影響を調べた.

生後 12カ月齢の雄(去勢)を 2頭，雌2頭，生後 24

カ月齢の雄(去勢) 3頭，計 7頭を鹿追町自然ランド

から導入した.肥育期間は 6カ月間とし， 18カ月齢と

30カ月齢でと殺して増体量および枝肉成績を調べた.

18カ月齢仕上げの増体量は雌シカが 22.7kg，雄シ

カが 24.4kgであり，その差は 1.7kgと少なかった.

雌シカの枝肉重量は雄シカより 5.3kg小きかったが，

枝肉歩留は 64.0%であった.ロース重は雌雄の差が小

さかった.18カ月齢仕上げの増体量は 24.4kg， 30カ

月齢仕上げは 16.8kgであり，その差は 7.6kgとなっ

た.枝肉重量は 30カ月齢仕上げのほうが 7.4kg大き

く，枝肉歩留は 61.9%であった.ロース重は仕上げ月

齢による差が小きかった.

以上のことから， 18カ月齢仕上げでは，肥育期間中

の雌雄の増体量の差は小きかったが， 18カ月齢以降の

仕上げでは月齢が大きくなると増体量は小さくなり，

30カ月齢仕上げの増体量低下は 24.4kgの31.1%に
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緒 Eヨ

北海道においてエゾシカ肉を食肉として利用する場

合，供給する体制は狩猟か有害駆除のいずれかであり，

殺捕獲した個体から得られたものに限られている.北

海道庁は，増殖した野生シカの個体数コントロールに

対処する手段の一つに，野生シカ肉を食肉に有効活用

する方策を打ち出していた. しかし，狩猟期のシカ肉

は品質が揃わない，安定的に供給されない，解体処理

後の衛生状況が不明など，シカ肉料理を提供する側に

不安があり(日本技術士会北海道支部， 2004)，野生シ

カ肉の需要は順調とはいえない.

エゾシカ肉を食肉利用する場合，上述した一定品質，

安定供給，衛生管理などの課題を解決しなければなら

ず，そのために養鹿事業を盛んにして飼育シカ肉を供

給するシステムを構築する必要がある.養鹿事業が発

展しているニュージーランドでは，アカシカを中心に

肥育している.そこでは，年間で最も需要の高い 8~11

月までの期間にチルドのシカ肉を供給できる生産シス

テムとして， 12カ月齢以下の若齢肥育が推奨されてい

る.それ以降になればと体重量当たりの収益が低くな

るとしている (BARRYand WILSON， 1990). 北海道に

おける需要最盛期は特定できないが，夏期，秋期，冬
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Table 1 Outline of feeder deer introduced. 

Gender 
Estimated Number of Body dwuicgthit o at Date of Date of 

F(mapteotrneimtohd nsE ) 
birth date ani l intro n intr ducti comfapttleetniionn g of males (kg) mUOQuct1on 

Female 2001.5 2 

Male( castra ted) 2001.6 2 

Male(castrated) 2000.6 3 

期の観光盛期に合わせる検討が必要で、あろう.

北海道で養鹿事業を発展させるためには，安定した

素シカの供給体制が必要で、ある.しかし，現在，素シ

カを供給できる飼育場はほとんどなく，生体捕獲した

野生エゾシカ活用はその有効手段のーっといえる.シ

カの肥育は羊の肥育のょっに，短期間の仕上げが望ま

しいと考えられる.なぜなら，養鹿を必要とする背景

に野生シカの個体数削減があり，シカ牧場における飼

育頭数を増加させる一方で、，野生シカを食肉資源とし

て有効活用しなければならない.さらに，シカ肥育の

短期間化は輸入飼料である濃厚飼料給与量の削減にも

繋がり，若齢肥育の構築が望ましい.

本試験では，シカ肥育の仕上げ時期を秋期とするこ

とと，素シカは雌雄あるいは月齢で肥育成績に差異が

生じることを想定し，そのような条件下で若齢肥育形

態を考えた.そこで現時点で供試できる材料の条件下

で， 18カ月齢仕上げにおける性別の差異， 18カ月齢仕

上げと 30カ月齢仕上げの差異が増体量および枝肉成

績に及ぽす影響を調べた.

材料および方法

肥育試験は北海道河東郡鹿追町 ]A鹿追シカ牧場に

て行った.鹿追自然ランドで誕生した生後 12カ月齢の

雄(去勢) 2頭，雌2頭，生後 24カ月齢の雄(去勢)

3 頭，計 7 頭を 2002 年 5~6 月に導入し， 2002年 11

月 ~12 月まで 6 カ月間肥育を行い，それぞれ肥育終了

月齢を 18カ月齢， 30カ月齢とした.雄はすべて導入時

に去勢した.シカの解体は帯広畜産大学の肉畜処理施

設で、行った.導入シカの概要は表 1に示した.

シカ牧場の面積は約 5ha，その中にシカ舎，餌場，

Table 2 Chemical composition of concentrate. 

Dry matter (% FM) 94.0 
Crude protein (% DM) 16.8 
TDN (% DM) 84.1 
Crude fat (% DM) 1.7 
ADF (% DM) 14.0 
NDF (% DM) 29.3 
Ca (% DM) 0.8 
P (% DM) 0.3 
Mg (% DM) 0.2 
K (% DM) 1.2 

30.5 2002.5 2002.11 6 

42.0 2002.6 2002.12 6 

58.7 2002.6 2002.12 6 

追い込み舎が設置されている.牧場内には，オーチヤー

ドグラス主体の牧草が生育している.給餌者以外はシ

カ舎に入ることがなく，給餌中も遠くに身を隠してい

るため，ほとんど人と接することがない野生に近い状

態だった.放牧を主体とし，濃厚飼料を制限給与して

1群で肥育した.濃厚飼料の給餌は 5日間分をまとめ

て5日ごとに行い， 1回当たり数箇所に分散した.濃

厚飼料の内訳は， 1日1頭当たり，ビートパルプ200

g，圧扇トウモロコシ 200g，大豆粕 100g，和牛肥育(前

期)用配合飼料 100g， ミネラル・ビタミン混合剤 50g， 

合計 650gを混合して給与した.濃厚飼料の成分組成

は近赤外分析法で測定し，それらの値は表 2に示した.

測定項目は肥育期間中の増体量，枝肉成績とした.

増体量は，導入時と肥育終了時の 2団体重計測を行い

算出した.枝肉成績は牧場内でと殺後，第 1次処理と

して皮剥ぎと内臓除去，頭と四肢端の切断を行い，そ

の後直ちに帯広畜産大学の肉畜処理施設において部位

ごとに切り分け，重量を測定した.枝肉成績の測定項

目は，枝肉重量，枝肉歩留，ロース重とした.

結果および考察

本試験では性別，導入月齢が異なるエゾシカ 7頭を

1群でしかも濃厚飼料給与量を単一水準で肥育した.

本来なら，要因別に飼育場所を確保し，養分要求量に

応じた濃厚飼料を給与すべきであるが，施設面に経費

をかけず， しかも人的労力と濃厚飼料費を軽減した放

牧形式の現実の鹿肥育形態を想定し，このような条件

で肥育試験を実施した.

増体成績の結果を表 3に示した.雌雄の例数が少な

いため性別の比較をすることは困難で、あるが， 18カ月

齢仕上げの導入時体重は雄シカのほうが 11.5kg大き

く，と殺時体重は雄シカが 13.2kg大きかった.そのた

め，肥育期間中の増体量は雌シカが 22.7kg，雄シカが

24.4 kgであり，その差は 1.7kgと少ない傾向が伺わ

れた.枝肉成績を表4に示した.18カ用齢仕上げの性

別を比較すると，雌シカの枝肉重量は雄シカより 5.3

kg小きかったが，枝肉歩留は 64.0%を示した.ロース

重については雌雄の差が小さい傾向が伺われた.

ホンシュウジカにおける肥育試験では，雌シカ 3頭

(24~27 カ月齢)，去勢雄シカ 3 頭 (24~29 カ月齢)の

と殺時体重はそれぞれ 44.6~54.7 kg，平均約 50kg， 
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Table 3 Comparison of body weight gain during fattening period. 

Body dwuicgthit o at Bsolday ugwheteigrhint g at iBghot dy g 
Body 

Gender Agoe f aft actotmenRlhng umNumber of 
wep(iEegJr hdt daagyy a) in animales introduction slaughtering weight gain 

(months) 

Female 18 2 
Male(castrated) 18 2 
Male(castrated) 30 3 

61.8~73.6 kg，平均約 66kgであった.枚肉重量は雌

シカが 30.2kg，去勢雄シカが 42.5kgと有意差が

あったが，枝肉歩留では雌シカ 59.7%，去勢雄シカ

64.3%と有意差がみられていない.ロース重は，雌シ

カが1.87kg，去勢雄シカが2.50kgであった(石田

ら， 1995). 

本試験におけるエゾシカのと殺時体重，枝肉重量，

枝肉歩留は，それぞれ雌シカが53. 2 kg， 34 . 0 kg， 

64.0%，去勢雄シカが 66.4kg， 39.3 kg， 59.2%であ

り，枝肉重量と枝肉歩留はホンシュウジカほど差が認

められなかった.これは，と殺時月齢が本試験では 18

カ月齢，ホンシュウジカでは 24~29 カ月齢と異なって

いたことが原因と考えられる.ロース重は性差がな

かったが，ホンシュウジカよりも大きく， 18カ月齢の

エゾシカから得られるロース重は 24~29 カ月齢のホ

ンシュウジカに匹敵した.本試験では分析していない

が，野|生ホンシュウジカの一般成分を調べた成績によ

ると，性別による有意差がみられていない(石塚ら，

2001) . 

雄シカ 18カ月齢仕上げと雄シカ 30カ月齢仕上げの

増体量を表 3，枝肉成績を表 4に示した.導入時体重

は 30カ月齢仕上げのほうが 16.7kg大きしと殺時体

重は 30カ月齢仕上げが9.1kg大きかった.肥育期間

中の増体量は 18カ月齢仕上げが 24.4kg， 30カ月齢仕

上げが 16.8kgであり，その差は 7.6kgとなった.枝

肉重量は 30カ月齢仕上げのほつが 7.4kg大きく，枝

肉歩留は 61.9%であった.ロース重には仕上げ月齢に

よる差が小さかった.

夕、、マシカによる肥育試験では，生後 14カ月齢 8頭

(体重 32.9kg) と26カ月齢8頭(体重 46.2kg)に濃

厚飼料 500g/頭/日を単一水準で、給与し， 18カ月齢， 30

カ月齢まで4カ月間肥育している.ダマシカは欧州、Iに

生息しており，肩高と体重がニホンジカに近似してい

る品種である (D.W.マクドナルド， 1986). 18カ月齢

(kg) 

30.5 
42.0 
58.7 

(kg) (kg) 

53.2 22.7 126 
66.4 24.4 148 
75.5 16.8 98 

仕上げと 30カ月齢仕上げのと殺時体重は 41.6 kg， 

53.3 kg，枝肉重量は 24.1kg， 32.6 kg，枝肉歩留は

57.7%， 60.9%で あ り 有 意 差 が 認 め ら れ て い る

(V olpelli et all. 2002). ホンシュウジカの批佐シカを集

約的に肥育した 16カ月齢 1頭と 41カ月齢 1頭の比較

では，ロース重が2.19kg， 1.68 kgであった(石田ら，

1991) . 

本試験では， 30カ月齢仕上げのと殺時体重は 18カ

月齢仕上げよりも大きかったが，肥育期間中の増体量

は30カ月齢仕上げが小さく，枝肉重量では差が小きく

なり，枝肉歩留にほとんど差がなくなった.ホンシュ

ウジカの成長曲線 (UCHIDAet al.， 2001) では 12~18

カ月齢の 6カ月間に 12.6kg， 24~30 カ月齢の 6 カ月

間に 7.9kgの増体が認められ，成長が進んだ段階では

増体量が小きくなっている.エゾシカにおける 30カ月

齢仕上げの増体量が小きかったのは，成長段階の違い

が原因と考えられる.ロース重については， 18カ月齢

仕上げと 30カ月齢仕土げの聞に差がみられず，ホン

シュウジカと同様の傾向であった.

野生シカを生体捕獲して肥育することを想定した本

試験では，仕上げ月齢の違いを調べ，肥育期間を 6カ

月間に限定した場合， 18カ月齢仕上げでは，雌シカは

雄シカと増体量の差が小さい，枝肉重量は雄が大きい，

30カ月齢仕上げの枝肉重量は 18カ月齢仕上げより大

きいが増体量は小さいなどの結果が得られた.
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Age at completion of 
Number of 
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Carcass weight 
(kg) 
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46.7 

Carcass yield 
(%) 
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61.9 

Lion* 
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